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取 組 事 例 名 『いじめ防止に向けての取組』 

取組における育てたい資質・能力 

人間関係形成 協調性 多様性に対する適応力 

「コミュニケーション能力」 1 「思いやり・感謝」 2 「自己コントロール」 3 

取 組 の ね ら い『キーワード 傍観者にならない』 

○ 生徒会本部が主体となり「いじめ」について考える集会を企画し，神辺中学校からいじめをなくす。 

○ 生徒が「いじめの４層構造」を理解し「傍観者にならない」「傍観者をつくらない」ためにどう行動

すればよいかを考える活動を行うことで，仲裁者を育てる。 

取 組 の 具 体 的 内 容『キーワード いじめ STOP集会』 

○ 生徒会本部役員が，昨年度の成果と課題を踏まえ，主体的に企画を立案した。 

○ 生徒会本部役員が，「いじめの４層構造」についてパワーポイントを使用して全校生徒に説明し，「傍

観者にならない」ことを確認した。 

○ 集会後，生徒一人一人が「振り返り」と「いじめＳＴＯＰ宣言」を書いた。 

取組の課題・創意工夫『キーワード 当事者意識』 

○ 生徒実態を考慮し，「ＬＩＮＥ」を介してのいじめをテーマとした。 

○ いじめの場面の動画を，全体・加害者・被害者・傍観者の４つの視点から撮影した。 

○ いじめの解決策として，例を３つ提示した。 

取組の成果（効果）『キーワード 考える』 

○ 全校生徒が，生徒会本部役員のプレゼンを集中して聴き，真剣に集会 

に臨んでいた。 

○ 事後の振り返りでは，多くの生徒が「傍観者も許されない」等と記入 

しており，神辺中学校からいじめをなくすという意識が高まった。 

今 後 の 展 開『キーワード 継続』 

○ 生徒が主体となって企画・立案・実行する「いじめＳＴＯＰ集会」は，来年度も実施する。 

○ 生徒会本部の生徒を中心に「あいさつ運動」を継続し，共感的人間関係の向上を図り，いじめの未

然防止につなげる。 

○ 生徒会活動と学級活動をつなぎ，それぞれの個性，考え方や思いを大切にしようとする意識を高め

る。 

他 教 科 と の 関 わ り『キーワード 継続』 

○ １学期には，学級活動の中で，生徒一人一人が「いじめ防止標語」を 

考えた。標語は全校で集約し，表彰を行った。 

○ １月２６日（土）の「全国いじめ問題子どもサミット」に参加し，活 

動の成果を生徒会本部役員の代表が発表した。 

○ 日々の教科等の授業においても，生徒が自分で課題を見つけ，仲間と 

話し合いながら解決を図るような活動を行うことで，いじめも含めた学 

校生活の課題の解決に主体的に関わることができる力を育んでいく。 
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